
Room of a philosopher ⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱⊰⊱

『虞美人草』第十五章解読
                              Junko Higasa

夏目漱石『虞美人草』第十五章は、甲野欽吾の書斎の建築・装飾描写から始まり、

そこで繰り広げられる親子間の意思不通が綴られている。その中で「書斎」「鴃(げき)」
「三つ鱗」にスポットを当ててみたい。

Ⅰ．書斎

南向きで温かい風が入るフランス窓があり、父が西洋から取り寄せた鍵のかかる机

とスライド式の書棚、チッペンデールとヌーヴォーを合わせたような洋卓と四脚の椅

子がある。壁間には見下ろすような視線の父の肖像画がある。父

が生前「居間」として使っていたこの部屋は甲野さんの「書斎」

となった。甲野さんはそこに籠ってレオパルディの「随想録」を

翻訳している。甲野さんにとって『さほどに嬉しい部屋ではない。

けれども小野さんは非常に羨ましがっている』

[ロールトップデスク―かまぼこ型の蓋を開けると、中に

は本を立てる棚があり、内在の板を引き出すと机になる]                                 

                              
① 父の居間(living room)の living の意味は「生きている」である。従って父の遺志は

今も生きており、活きている視線を欽吾に投げかける。

② 鍵のかかる机は、外界から隔離された世界を共有する父と息子の象徴である。

③ 欽吾の書斎(Study)の「斎」は「籠る」という意味。欽吾は父の活動に籠っている。

④ 欽吾（レオパルディ）にとっては嬉しい部屋ではないが、小野さん(漱石)にとって

は羨ましい部屋である。

イタリアの詩人：ジャコモ・レオパルディ(Giacomo Taldegardo Francesco di 
Sales Saverio Pietro Leopardi,Conte.1798.6.29～1837.6.14)は、世間から隔離さ

れた安全で広大な土地の屋敷内の図書館に籠った父公爵に、同じ生活を勧められた。

そして父の書斎に籠り膨大な古典文献を読破した。ところが陽光から閉ざされたそ

の生活で視力を失い始め、背骨は湾曲し、父同様の文学的影響もあって悲観的思考

を持つようになる。これは世間を見ずに書斎に籠り、心身ともに健康の優れない甲

野欽吾と、彼に影響を与える父、即ち「甲野父子≒レオパルディ父子」である。

また多数の洋書を読む詩人である小野さんにとって、このような部屋で思索・創

作できるのは羨ましい限りであり、それは漱石の理想の環境でもあったと思われる。

Ⅱ．鴃（げき）

亡夫の見守る書斎にて、欽吾に「藤尾の面倒を見てやってほしい」と頼む母は、実

は自分の将来を心配している。甲野さんは『世話はする気です』『する気どころじゃ

ない。したいと思っている位です』『ですが、母
おっか

さん、藤尾の方では世話になる気が

ありません』と言う。即ち「自分を信用してくれないから世話ができないのだ」とい

うことだ。これは藤尾ばかりでなく母に対する念押しでもあり、また父に対する弁明

でもある。従って法的に甲野の家督は相続するが、母と藤尾のために家も財産もやろ

うというのだ。だがそれが母には通じない。そこで甲野さんは紙に「烏」という文字
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を書く。烏に棒を一本足して「鳥」になる。それが今度は「鴃」になり、「舌」を書

き加えて「鴃舌」になる。

これを順に見ると、まず「烏」(kara su)の語源は「カーラは鳴き声、スはアッシリ

ア語で鳥の意味」という説がある。また漱石はかつて建築家になろうと考えたことが

あったが、製図用具のルーリングペン(ruling pen)は、ペン先が 2 枚の薄い鉄板から出

来ているため日本語で「烏口」と呼ばれる。その ruling には「判決・政権・支配・与

党」などの意味があり「亡父と欽吾」「母と藤尾」の思考の対立を連想させる。そし

て烏は声が悪い。その悪声で甲高く鳴く鳥が「鴃」であり、「鴃舌」は「わけのわか

らない事をいう人を軽蔑する」という意味を持つ。すなわち倅の真意を信じず、回り

くどく自分の身の処遇を案じる母に対する諦念である。

Ⅲ．三つ鱗

これは桓武平氏の末裔：北条家の家紋であると同時に、同じ血を引く甲野家の家紋

である。『退屈の刻を、数十の線に劃して、行儀よく三つ鱗の外部
そとがわ

を塗り潰す子と、

尋常に手を膝の上に重ねて、一劃ごとに黒くなる円の中を、端然
たんねん

と打ち守る母とは、

咸雍
かんよう

の母子である』『亡き人の肖像は例によって、壁の上から、閑静なるこの母子を

照らしている』『丹念に引く線は漸く繁くなる』そこへ藤尾が現れる。

北条家の三つ鱗   甲野さんが描く三つ鱗 (斜線の部分を繁く塗り潰していく)

北条家の三つ鱗は、北条時政が江の島弁財天に子孫繁栄を祈願したとき、美女に変

身した大蛇が神託を告げて去ったという「江の島伝説」に由来する。

甲野さんが、結婚は『まあ藤尾の方から極めたら好いでしょう』と言ったときに書

いているのは、まだ三つ鱗の三角だけである。その三角は欽吾と母と藤尾の親子であ

る。然し母の話を聞いて『藤尾へは養子をするつもりなんですか』と言ったあと、母

に電鈴
ベ ル

で藤尾を呼ばせ、待っている間に黒い線で埋めるのは三つ鱗の内側ではなく外

側である。ここで漱石は「そとがわ」に「外部」という字を当てている。これは外部

の人間（小野さん）を養子に迎えて家督相続を目論む大蛇を待ち受けての思案である。

そして漱石の小説中に名が挙がるドストエフスキーの作品に「骨肉の争い」を描い

た『カラマーゾフの兄弟』 (Братья
ブラージィエ

Карамазовы
カ ラ マ ー ゾ ヴ

)という小説がある。この「カラマ

ーゾヴ」には「黒く塗り潰す」という意味があるそうだ。そこから考えると「骨肉の

争い～カラマーゾフの兄弟～黒」とつながる。それは「自分たちの都合による黒い陰

謀」ということになり、藤尾と母の都合の策略を暗示する。また「陰謀」といえば、

この小説の冒頭に出てきた桓武天皇に関わる陰謀「京都の黒い影」を想起させる。ス

トーリー進行中に当初の意味を再認識させるということは、ここで小説はいよいよ総

括段階に入るのだろう。次章で宗近君（アレキサンダー）が未来へ向かって動き出し、

次に欽吾（レオパルディ）が決意し、浅井の法の擁護はなく、第三章：京都の場面に

持ち出されたゴージアン・ノットに回帰し、小野と藤尾の関係は断たれる。(2014.1.9)
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